
特別支援学級調査記入
の留意点



１．別紙様式２

①

②

③



１．別紙様式２
①学級名

支援学級の名称（呼び名）を記入
例：のびのび、なかよし２組 など

②特別支援学級の種類
「プルダウン」から選択

・知的障害 ・肢体不自由
・病弱・身体虚弱 ・弱視 ・難聴
・言語障害 ・自閉症・情緒障害

①

②

③
③免許の有無

一種、二種、自立活動
教諭免許状 など



１．別紙様式２

④在籍児童生徒数

⑤知能検査等の結果

④

⑤



１．別紙様式２
④在籍児童生徒数

小学校は１年～６年、中学校は
１年～３年までの欄に記入
（小・中学校の様式は同じ）

⑤知能検査等の結果
団体式でなく、個別の知能検査の結果を
記入（WISC、田中ビネー等）

測定困難の場合は「困難」、
未実施の場合は「未」と記入

前回の実施から数年経過して
いる場合や次年度進学等の場
合は、指導方法改善等のため
にも、計画的に実施しましょう。

④

⑤



１．別紙様式２

⑥障害の種類

⑦教科書の種別
⑥ ⑦



１．別紙様式２

⑥障害の種類
「略記」で記入
知的障害⇒「知」
肢体不自由⇒「肢」
病弱・身体虚弱⇒「病」
視覚障害⇒「視」
聴覚障害⇒「聴」
言語障害⇒「言」
自閉症・情緒障害⇒「自」

★２つ以上の障害を併せ有する
場合は、「知･肢」「自･知・聴」の
ように、主障害を先に記入



１．別紙様式２ ⑦教科書の種別
同学年の検定済教科書

⇒「同検」
検定教科書の下学年適用

⇒「下検」
文科省著作教科書⇒「☆」
一般図書（拡大教科書を含む）

⇒「一般」

★併用の場合は、「同検・☆」の
ようにどちらも記入

教育課程との整合性が
とれているのか確認を！



１．別紙様式２

⑧交流及び共同学習の状況

⑧



⑧交流及び共同学習の状況
※年度当初の計画を記入すること

教育課程外には
朝の会、帰りの会、給食、掃除 など
を記入

特別支援学級在籍の児童生徒
は、主として特別支援学級で指
導を受け、一部について交流及
び共同学習を受けるものである
こと、また、通級による指導は、
通常の学級在籍で、週１時間か
ら週８時間程度まで特別の指導
を受けるものであることなどを鑑
みて設定すること。



１．別紙様式２

⑨中学生の進路状況

⑩特別支援学級担任の
週当たりの持ち時間数

⑨

⑩



１．別紙様式２ ⑨中学生の進路状況
（中学校のみ記入）

令和４年３月に中学校を卒業した
生徒の氏名を記号で記入
★「４ 在籍児童生徒の状況」のアル
ファベットと重ならないようにする

⑩特別支援学級担任の週当たり
の持ち時間数

・担任の持ち時間数

・担任する児童生徒に対し、特別支援
学級で授業を行う時数（延べ時数ではない）

・担任する児童生徒が在籍する学級で
TTや少人数などの授業を行う時数（延べ

時数ではない）


